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緒 言

近の趣勢はﾡ有月ﾡ葉樹ﾡの不足並に之に件ふ材価の高脇 と 

楽しつ、 る傾向にﾡみて, 本試作試驗は乾燥試驗と相俟ち未利用 

濶葉樹箱の 人工位燃材に よ る 家具調度類を作製 し,以て共の乾燥効 

果ご, 之が實際的利用價値に就き考究 し,之等樹種の利用開發に資 

せんごする も のでつて, 先づブナ及アカダモ材に就き調査を進め, 

漸次共他の 未利 用材 に及 ぼ さんごするものでわる。

d作融脇開益以現在ﾡの親過を見るに, の成績ﾡる好な る 

を以て, N材共適常なるﾡ則法を請ずる事によめ, 木工家具用材ご 

しての利用價値充分なる %のご認められるを以て, ﾡに試作に開す 

る 成 ﾡの 一端 そ取細めたものでわる。



I 既往に於ける利用状態並に試作の目標

i作験の賞行に際 し ブナ及 ケカダで材にﾡて, @Eに於け る之 

が利川ﾡ態をﾡるに概災大の如くでわる。

ブナ材は 本邦濶葉樹蓄積 中共の 主 位 そ占め, 本遣 に於 て ・ 道南地 

方に約七千万石に逆する大を滅する にるり らず, 從來利川 の途展 

く 税述せざ ら し原因は,大耍次の如 き缺照が存するか ら でお る。

變色並に腐朽し易い。

仙締, の度が社しい。

加工及塗装が四雅である。

以上の如く工強的性ﾡに短所多きそ以て, 從來曲木,木特, F駄 

歯, 器具の柄類としての外は,ﾡにﾡﾡ川ごして供せられた利度で 

ある。然るに近時之が利川法に就き和々考究せられたﾡ果, 新 

川途の開発を見る に至り, 築川材ごしての床板,ﾡ羽目ﾡにあら 

ては以早實川の域に達 した狀態であるか,家川材ご しての利川法 

(に就ては依然ご して敬遠せられ,之等方面の開袋には発んごﾡ艦せ 

ら れ る r な く 現に及ん でゐるので ある。

次に アカ グモ材は本邦及本道に廣 く 分布し,濶葉樹中最も普通な 

樹和でるが, 本材 も亦所謂エ盤的性質に航所多く, 殊に伐採常時 

に於け る ヘ水iM る 多大に して,乾燥 に 件ふ牧ﾡ, 玉の度 %弥大 

なる映ﾡがわる。爲に從來他に新炭用 と して供せられた外は, 粘仕 

と利川せる一W力面に川ひ られたのみで, 殆ん ど工藝的利川方面に 

開拓せられるなく現作に及んでる る。然るに近時の摘勢は漸次冇 

用材の不足と書けるに及び, 大材の得場 き ご, 價格廉な る そ以て, 

ナラ, ヤチ グモ 材等の代川 ごして, 最近特殊方面 に湖新川途を 開 

拓する至つた利でわる。

以上の 如く 兩材共典の短所 に起囚 し,工藝的利川法未た完か ら ざ 鉱税のシした 
ン ナ桩 目 材

る現狀にある を以て,玆に試作試驗を行ひ,之が賞際的利法にめ 

て考究 し共の成果を以て,家具川材或ひは共他や ・ 高級な る利川m 
に開拓の途を拓き,獅業並に一般ﾡ合の認議正に分め, 以て兩材 

利川上の一端に資せんとす a ものであ る。

I 供試材の工藝的性質

試作試驗の實行に際し,家具川村ごしての見地から, ブナ及アカ 

グモ材の 工藝的性質に開 し共の一端を調査せる に槪要次の如 く でわ 

る。

(1) フ’ ナ 材

材は概して白を品し, の取じは軽状で且温雅ではあるが, 往 

々ﾡ心村を行するるのがわる。即ち此の*り分,板而に赤褐色の縞狀 

そなして現れ美觀を損すること甚しく,塗装に際し之が隠蔵に苦心 

を要する所であ り, ブナ材缺黙中の一である。

製材後iち に蒸煮又は蒸依位燥處理 を な 

せるるのは, そ の材決紅色 そび一ﾡ斐飾 

的美視を呈する。

ﾡ目材にわ ら てはﾡ自の温なる髄線が 

現れ, ナ ラ材の男性的美観に對して女性的 

で あ 5 N る 優犯では あ る が, 仕上 に際 し 

幾分木肌の鮮明 そ仙 く 傾向が存するから, 

淡 色仕上に際 し之が材質 の發押 に苦心 そ要 

する所以である。

一般に硬木類は狂ひ易 き性質 そイしてろ 

る が, ブナ材 % ホ仲締, 玉狂の座大 な る 缺 

ﾡがわる。然しなが ら適度の乾燥處理並に 

加工及途ﾡに際 し,合理的に し て適切な る

( 1 回>



方法を以てすれば, 之等ﾡﾡの防止も張ち至ﾡではなく,試作の結 

果に於て見 る る左税功す る に足 ら ぬa % ノ)ご地考せ らiれる。

原木は勿論, 製材後 ご難る 適切 な る 處置 を 請ぜ ざ北, 殊に油吸 

のけ に於 て ﾡ気 にﾡ ひ Mf+ラ し場く, itち に斑終 z 生ず るは大なる 

映ﾡなれどる, 一旦化ﾡ雌則せる材を以て製作せる家具調度ﾡに 

わ ら て はﾡかるﾡ質の変ひは な o
材すればﾡに用技性を増大する長所わ るそ以て,従川木こ し 

て賞用せられる所である。

硬度は硬木中,稍々 リリ If であう 手工々作に際し飽削,ﾡ断, a付 

工作に多少困難を感ずるが,カンパ類に比して遙に軟く,亭ろナラ, 

ャ チ "モに比 し幾分容易である。

他制仕上に際 し稍々逆目の多い傾向があ あ。妹に淡色の色仕上 

に於 て 此の 部 分 に着色斑 を 生じ 美砚 を 損す る 小多 きを 以て,期か a 
部分に對 しては 後述の 如 き 防度ﾡ則 そ 施行する 事が必要で あ る。

彫則並に確算に際してﾡの切味魔か らず, 正城幾分朮き 感ある 拈, 

硬木類ど して特にからず,適度の硬度あるを以て工作小の街撃に 

よ り損傷を受ける小が動い。亦共の:朮味ある感觸は嘔ろ品種によっ 

て, ール製品的慣価そ品める % のであ る。

以上の如 く 概して良材ごは言ひ難いが, 良材部は高級家具装飾材 

こ し,普通部は實用家具類,或ひは雜器具類と し, 適所に之を利川 

せはﾡ迷イ川家具髪飾材ご し て充分使川 に→得 る 樹ﾡ な る が選 

考せ られるo
(2) アカダモ材

心材は槪 して淡灰褐色を帶び,邊材は極めて狭少であって,ﾡ資 

白色 を 呈して ゐる。植 目 材 に は 温雅 な る 協線 が現れ頗 る ﾡ を早し, 

品位にむ製品が得られる。板目材にはﾡにﾡするﾡ紋わるを以て 

此の部分液ﾡにょ り模ﾡ材ごせ, 共のﾡ低を見分け難き税に一段 

ご生飾的 税を投 し,願る賞す るに足 

a % のでみ る。 展 々珠本 を 4ず るを以て, 

共の主の緻密で美施なむのは,從來バイ ブ 

ご して賞川せられる所である。

材 は ﾡ 々 和で あ る が蒸材せぱ屈撓性 と 

増加し木加工に適す る。 適度の柿性わ 

る を以て従楽川川材こ して利用せられた事 

が多いo
伐採常けの合水i加る多大な a そ以て, 

仙川に際し充分なるﾡ化燥と施さゞれば,時 

日 の經過に伴ひ收縮,並に歪狂の度甚 し く, 

殊に共の本板に於て誉 しきはは大な るﾡで 

わる。

(第 2 回)

ﾡ繰の型れた
→カダモ柿口村

然しながら一旦乾燥處理せるものは共の質硬からず,逆目勤く, 

飽削,M間, ﾡ着, r付共他工作的性映ﾡる良好であって, 適度の 

納代をイするか ら柏組共他の工作に際 し,割裂等の支障を惹起す る 

愛ひﾡく加工ﾡる客易であ るo
塗装に際しては,材質帳放にして木孔がﾡ大なるを以て, 充分な 

る日止を施さ ドiuば幾分光深に乏しき悩われども, 塗装上の缺無な 

く, 着色に際しては水性,,並に化掌業品ル則共の効果充分 

であつて, 殊に植目材は淡色又は木地仕上と して頗る品位に富み, 

板目材にありては着色容易なるを以て, 特徴ある木孔及木理等を利 

川 し, 夫々着色法並に目止ﾡの調合に考す北ば一ﾡﾡ映にむ仕

上そ得るこごが川川ポる。

大延以上の如くであつて, 木材けは大形和洋家具材ご しては勿論, 

其の温雅な る材質は小木工藝晶 と しても好適なる樹種でお る。



Ill 供試材の處理

(1) プ ナ 材

ブナ材 仁 利用上特に共の處理法の片: し き を期するここ の須なる 

は勿論であ るが,防崎f, 乾城に關 してけ別途とし,ﾡには淡作に供 

せる試験材の則並に 2～3 のﾡにつき摘記する利に止める事ご 

する。

(一) 製材寸法

家具川材ご しての木寸は, 従米の質上位築材に見るが如 

き標準 規格等な く,松ね板ルさは#通一般の製材寸法にじてルら, 

時には各自 の設計に ょ っ て特殊 % のを要求する場合 % t るが, 一 

定 し :木寸法 ご 言ふ %のそ見ないのでわる。然 し一 般に浦葉樹材 

にあ ら ては, 4 分以上1寸ﾡ度を普ご し,4殊の%のいは椅 

子ﾡの如き %のにあ り ては, 2 乃至 2寸5 分位造を使川する場合 

%あるが, 介mの供材一般家具額を主ごして, 板さ6分以上 

1 寸内外に止め, の間 2 分上 りの和人寸ご して製材した。板M 
は之を一定せず共のﾡ4 寸以上に於て板日及権日岡様に探材し 板 

の探材不可能なる部分からは橋, 類を採材が作に供しに。ﾡ目 

力とせる% のは温雅で美麗な職親が現れ, 丘仲舗,の利座る備 

少で想則的 で あ る が, 探材準滅少 し高位 ごなるを以て,供試材の 

木に際しては共の幅 1 八 5 寸内外造板目収ご して試作に供した 

る所, 共のﾡ果に見れば充分仙川に城得るを以て, 々川途にﾡ 

じて適宜之を選擇すれば よい。但し戦維の波ﾡに封せる %の, 火 

は旋回せるるの等«化燥に件ひしき狂ひを4ずる供のわる%のは, 

案具川材ご して不適當なる を以て,探材に際してはﾡめ之等の部分 

そ 除去す る 事が得策で わる。

以上の外材収扱上fなを憂するﾡに就き共の 2～3 を抑ぐば,

_6-

伏探した る ものは可及的速に製材又は防腐處理を施行す るか, 

或ひは直ちに乾燥處理を施すこと。

製材後ご雌るi［ちにﾡ積ごするこご。然らざれば当吸の時期に 

於て席朽歯の發生殊に甚 し く ・ 爲に材面に變色を來す惧がか る。

木収に際しては繊維不均郛な る部分よ り 幅廣材の木収を避け, 

製材方法 そ 考感 し,事ろ 木割 の 細 き 通i なる もの を 採材 し, 適常 な 

ら接合方に上りﾡ板ごするか, 或ひは工作方法を考慮し,狂ひ 

を未然に防止す る様心掛る事 %, 本材利用上須要な るﾡでむ

(ニ) 乾 燥

供試材は製材直後のもの及一定期間天然乾燥せるものを本場乾 

燥室に於て夫々人工乾燥試驗に供した ものを使用 した。ブナ材に限 

らず未乾燥材は收締,反張甚しく殊に濶葉樹に於て著し はは期知 

の近りでみる。家具ﾡはに室内の化湖, 温度の不定な る場所に於 

て 使川 される性質の %のであって, 本道 に於 て は冬季間 の煖爐施設 

共仙の問係か らール此ﾡﾡ しきを以て, 共の乾燥程度の宜 し き そ期 

す る事の 極 め て 川: 要 な ら は 勿論 にし て,人工 乾燥: 處理 の 必要 なる所 

以でもある。之等乾濕に伴ふブナ材/)收縮,膨張の程度並に人工乾 

燥試驗に關しては,本場時報21號に於て共の一部を發表せられた 

るが如 くでわる。

次に供試材の乾燥に際し知見せる得失の一例に就て見れば,天然 

乾燥處理に よ る ものは希里含水率に到達せ しめる事困難な る のみな 

らず, 長物問屋外に於て風雨に嘱され爲に材の表面發色を來 し,裝 

飾的美観を損じ品位に乏 しい映ﾡがあ る。之に反 し製材後直ちに蒸 

煮處理若 し く は蒸気 乾燥處理 を施せ るるのは, 其の材淡紅色 を星 し

・ル災衛的御を袋打する得戦がわる。殊に近時の家具類は一般に 

材 質 の を 發押 せ る 淡 色仕上 を 合mせ られる 傾向 に ある と 以て,以 

IS意味に於ても蒸気乾燥處理•材は,一般社會の嗜好M好適し旦又



製品的価価 をとめ得 る 等, のﾡ米 にが て 大な る 行州と認め得た の 

であるo
(2) アカタモ材

(一) 木取及乾燥

探材及«化場のﾡに開 し, 介回の供が材に城き余』川材ごしての見 

地から 2～3 摘記すれば次の如く である。

製材に際 し本材を見る に, ブナ材にがけるが如 き殺維の施回せる 

%の, 低心材, M朽ラiによる賢紋, 或 ひ は材色 の相違等外双上の材 

質的缺除は認め られないが, 々にしてガマ割ごﾡする木口miに於 

て年輪に不行せる大な る制製が地受 らい, 概して大材に於て此験著 

し き 傾向 あ る は,歪狂 と に本材の』% 大な る ﾡ県である。獅か る 

部分の相當廣範囲に互 りたるるのは, 幅廣材又は板材の採材率減少 

するを以て, 亭ろ木割の細きﾡ材, , 他家具川材ごしての 

短材等を採収 し採材率の 向上 を計 る こ と %一ﾡでわ らう。殊に近時 

家具類の製作に於て %, 各種工作械械の適川並にイ介板のM川ﾡ述 

ご供に, 漸次岫廣なる草材利川の減少を示 しっ ゝ み るﾡ勢にわ り ・ 

従ポ の如 き 幅魔材,無堀板等 の符T さるゝは eE に 過 去 の I 代 で わ 

る。軍に防狂の黙のみに就て考 うる も,徒に幅廣材の採材に腐心す 

る事なく, 巡歩せる工作抜法の適川ごﾡﾡち, より 集約なる採材法 

にm意すべきである。此の您味に於 て供試材は幅 4-5 寸ﾡ度造板 

材ごして探材し, 板材の採取不可能な る部分 より は挽角,ﾡ類を製 

材し夫々 適常 な る 工作方法を講 じ, 別 項 の如 き 品ﾡに 1iボ作 と心 

みたのである。ﾡ本材はの性質上プナ材の如き,竹子ﾡ他ﾡ 

な る納の保持力 を必要 ごする 品種に封 し て は好適な る樹稲 ¥ は言い 

ﾡ く , 学 ろ 板細若 し く は枠細 を ﾡ神 ごする 棚及卓子類或 ひ は之に 細 

した品種に適常するを以て,供試材の採材忙際しては板材をまとし 

な。 の木取方法は ブナ材ご 同様共の装飾的美觀の發押に力め, ・ 

般の認織向上を目的ご して植目材を主で し,板目材を従ご しこo
乾怪 方m は一定期 間 然 め燥後本場  乾燥室 に於て, 常該試験係 

を加 し人工乾燥處理せる ・ のそ以て試作に供した。試作の結果並に 

工作者の立場 より 共の •乾燥成績を 見る に, 初れ,御裂, 参山, 表面 

優化等«場に地因するﾡﾡを坐じたる %のな く,共の製品極めて優 

秀にして,试作に際し工作上に支障を來せる ものなく, のﾡ果は 

類る良好であった。

尙試作供試材は ブナ及 ァ カ グモ材共本場位燥室に於 て 人工色燥處 

則を施せるものにして, の命水』は 109%-15%利度のものを使 

用 した %のでわる。

I 加工の難易

試作験のT行に際 レブナ及 ァ » " e 材に就 き, 一般に言はれる 

*如き加工上の映ﾡの行ﾡ並にの種度等, 家具川材ご しての加工 

上の諸 性質に關 し之を究明せんと し,一般的な 2～3測ﾡ樹材ご雨 

材ごの北核心ﾡを施行せる を以て, 之力<結果忙基き共の概要を述ぶ 

tば大の如くでわる。

(1)飽 削

ブナ材は一般にﾡ前が四獲である ごせられて ゐるが, 勿論硬材に 

ﾡレカッラ, センノ等ご同一に論ずるは不可能であら, 共の程 

度はﾡ木知 ごして Mfで あらう。亦プカ ダモ材は概 して共質悔軟に 

して,試作の結果にみれば一般濶葉樹中稍々軟質の部阴屬 し, 及物 

頸の切味頗る良好であったのであ るが, その程度につき實際に手工 

ﾡを以てﾡ前した場合の試験ﾡ果を示せば大要大の如く でわる。

(一) 供試材の選定

供び材はブナ及 ァカ グモ材並に家具用材と しての市場に於ける最 

% ・般的な樹種, ナラ外五和を選定し, 計八種のﾡ葉樹材に就き比



較試験 と施行したものである。 両して 供試材は径樹ﾡ材ﾡ均等に 

し てﾡ成な く, 髄度中川に し < 乾燥充分な る研準材 よ め, 植目及板 

目に可別し, 共の寸法長さ 40 ﾡi,W 3 精,さ 3 ﾡに木取らた 

る% のを以て試驗材と した。

(ニ) 試 驗 方 法

4制方は野業に永年従せる熱斜工を して, 下工ﾡを以て質際 

忙飽削せ しめ た %ので あるが, 午回供心材はﾡめ共の炎を不# 

に的削 したる後, づ最初に仙川ﾡの切前座を一様な ら しめる公～ 

イクロメーター (柄度 o 耗)を以て測定 し, のﾡ向ルのさそ 

-定にす るこごにより之 を訓整 しに。 前ﾡのミ微度は発純上各回 

共大差な きるのこ 定 し, 火の方シに よ ら 比較 したるのであ る。即 

ち供試材並に使川銅の調整等豫め規定 した條件の完了 したる後は之 

と績範制し, 鈍前ルの排山ﾡ態をお裂しつ、之を継績せば,時 

に して共の飽削片は中途にて •切断 したる %のを排出するに至る。即 

ちかる黙態の發生川を以て切味の」止みたる %のご定し, 共の制 

牛数 を以 て 各材に對する 切味の値 ごしたもので あ る。ﾡ項に示 し 

た試戦ﾡ果は各和共験材 10 個の平均値である。

(三) 試験成続

试驗結果 を掲け樹和別にの切味 を示せばの 如 くでお る。

(第 1 表) 手工。に對す る切味比較表

\H 
ピの

レ
ラ カン 卜 ナ イクヤ ャ チケモ ン カグモ カッッ

怔II村
てビ)
193

て教)
200

cV)
219 215ラ

-てw; 
259

(Uo 
311

(K)
360

(u
553

概日材 202 237 201 198 2% 31! 312

即 ち 八種葉樹中ﾡ 目 材に ありては, カジラも 切リ優北, 7 
カダモ, セン・ ャチダモ, イタャ, ブナ, カン, ナラ の順に漸次 

低下 し,各樹種共衽 日 に比し板目の場合共の切味は. 概して稀々低 

下す る こ ごが知 られたが, 之を回示す北ば第3回の如 くでわる。

(第 3 岡) 手工鈍に對する切味比較岡

前以上の 如\ 柏に 目 及板 日共カジラ 材最 も 切咲良好な る を以て,力 

ッ ラ槌 目材の切味を 100 ご し之に對する百分率を以て,樹種別に 

の切味率を示すれば第2奨の如く である。

(32表) 手工ﾡ に ﾡす る 切 味比較表

"分
- ラ カンベ ブ ナ イクヤ ヤ チダモ 七 ン アカダモ カッラ

任川村
うz 

34.90 36.17
7 - 

39.60
- z - 

11.30
う 

16.65
が

61.66
乎

65.10 100.00
概村 36.53 37.13 36.35 3583 13.40 56.24 56.42 85.71

上記の如く 比較試驗の結果,T際に於け る一般濶葉樹材の銅削の 

難易 の 程度 が窺 はれた ので ある が, ブナ及カダモ材のみにつき之 

を協すば,

ブナ材はﾡ目の場合, の切味は約ナラに比し5%, カンに2
-10- -11--



%任り, "チダモに 79%, イ タ "に 5% 劣る程度であ ら ・ー般に 

言はれるが如き蛇前四ﾡな る樹和ではェ いaFが"知 られたのであ る。

然るに家具用材と してのナジ材は普く共の利用價値を認め られ, カ 

工にかて ・左稲岬雅 る を聞及ぱぬか,以上.ﾡﾡ果にみる如く ブ 

ナ材 ナ ラ材に し共の飽削加工稍々容易な ら黙を充分超. 織し,以 

てﾡ従楽の如き入的排単載なむ地正: しzい v ので a。

大にァカグそ材は, 八額ﾡﾡﾡ小の切映 ッ ラ にぎの二位を 

示レ ー般に手工々作量る容易なりごせらる、センに止し,ﾡ目, 

板目共稍々優るを認められるが,共の程度は権目の場合約カッラに 

352% 劣分るが, セン に比 し 4%, ャチ ダモ に 19%, ナラに 3096 優 ら 

板目に於け る切味 も稍々之に比例す る を以て, 一般潤葉樹材巾極め 

て 銅削 の 容易 なるこ と が知 られたのである。

(2 ) 釘 付

ブナ材は銅 削が困難•で•ある ご言ふごに, 釘付作業に際し兎角 

割製 を生 じ場いご sは再三工に する所である が,秘木ﾡの町付 

作発に際 し錐揉操作 を 必要と す る は, 作業上畑推な る のみな らず, 

能率上のﾡか ら も 餘 り 芳しから の は勿論で あ ら , 出楽得ばﾡ採 

拠作をﾡ除したい所でわるが, ブナ材に限らずナラ, ィクャ, カシ

等優木額の工作に際しては,高会を切するな味に於てる針を必 

災ごする 事は巳むを 得 事f ご思はれるが, 之 等硬材に 版す る 一般測 

薬樹材の1際に於け る釘付の難易につき,比較試験を行ったがその 

概災を設り すれば次の如く でわる。

(一) 供試材の選定

供試材は ブナ及アカダ e材並に家具用材 ご して一般的なﾡ和 

ン・ ナラ, セン, カッラの四種を選定し計六ﾡの源葉謝材にﾡさ 

比較試驗 となしたるのである が, 供が材は客樹稲材質」J等で最ﾡ 

なく, 穫度小川,ﾡを燥充分なる概巡材を選定ﾡ目»ごし,共の寸 

- 12 -

法長さ 1S欄, 新4.う種,ミ 1ﾡに鈍剛仕上たるものと以て試験 

材ご した ものである。

(二)試験方 法

比快の 方法 ご し て上記試験材に對 し,各 々の 剛端に 1 寸 2 分釘 

2本術, 全然錐揉操作 を行はず同一落垂力 を以て直接打込み, の 

御裂性並にﾡの屈折準特他につき地核試験をなせるもので, 各樹和

町製 6o 本に對する百分率を求めたものである。

此の場介に於ける釘の位覆は,(第4, 5 回参照>木ロよ り長さの 

方向に共の板摩 さ即ち 1欄の記離を以て, 木口に本行なる一線を書 

き, 更にW側面より約1ﾡの卵離に松Mに不行なる一線を書き, 兩 

繰の交ら たる性を中心 こ しなものでわるが, 木ロよ ら の板さの 

寸法だけ離北た位置にﾡ付そ行ぶは,1際製作に於け る場合の標 

脈離な る を以て,斯樣な位沢 を選定しにものである。

ダJ付 方 法見 取 圖

ﾡの打込方法は本場に於て考楽せる打込置に よつなるのである 

が,の構述は叫に上下逃動をなす鉱製間ﾡを有し, のW鋳は

_13-



正確に一定位に下す る ご 共に,3激な る上下連動に際 し右に 

振動せず, 且上下逃動硫ﾡはの都度任なに調整 し得る樣考父作製 

せる%のでわる。内盛製山分は量さ 93ﾡi,商Iﾡ3ﾡにして,の 

Tf6iである。wして之が打込機作はづ叫iを上ルし, 規定縮 

ﾡに (4回は 10 ﾡこ した) 到達せる ど同時に之を急激に落下せし 

め, その落垂力 を以て,wめﾡ特の小心位尚に位する様定盤上にﾡ 

定されたる試ﾡ材上の何ﾡを衝撃し, 之を反れするに 卜 り打込の 

目 的 を逆 したるので ある。

ﾡの長さ は一般に酒葉樹の場合共の板以 さの二倍半乃至は三倍が 

標準ご されてゐるが,比核試ﾡに際しては制裂の度合をール明談な 

ら しむる 目的の下に, 板さの四ﾡに相常する 1 寸 2 分釘を使用 

したのである)

(三) 試験 成績

比較試験の結果は第 3 表の如く でわつた。

(第3表う 付 の ﾡ 易止較炎

g分なヒ州 
判i 22を止 じた 

るもの (%)
ﾡのM折した 
るもの (%)

だ令に打込れ 
たるも,の C%) 打込所変回徴 (I)

ァカグモ
• 1

一
1.6 98.3 5.9

七 ン 33 966 7.0
プ ナ 3.3 3.3 93.3 8.5
カッラ 100 88.3 6.1

16 10.0 1.3 8.9
カンバ 68.3 66 25.0 83

カジラ 109o, ナ ラ429%, カ ン68% の順に漸次増大する こ ごが知 

られ, 屈折率は, プカダモ, カッラ 296, セン, ブナ 89%, カンパ 

7%, ナ ラ106 の順で あっ た。以上の如く カンパ材が共の硬度大な 

にる拘らず, 屈折率の比較的僅少なるは上表に見るが如く 割裂性大 

なるがため, 打込の際抵抗を著しく 減殺 され,釘の進入を容易な ら 

しめたものご思はれるo
以 Lが戦納果 を統合 し てﾡるに, ケカ グモ材最も 釘付作業容易で 

あら, セン 之に次ぎ, ブナ, カッラ, ナラ, カン/、.の順に漸次割裂 

及屈折率 を増 し,且打込所要回數 も槪 し ての順iにf加す るここが 

知られたのでわる。

第5 IS浜は試験結果の一例でわつて, 左端ナ ラ材,右端» ン ペ 

材の割裂状態並に央は先全に打込 まれに ブナ; ポ險材の局部を示 し 

こものでわる。

(第 5 ・) 釘付によ る 割裂狀態のー•例

即ち以上によつて一般家具用材ご しての, 六種濶葉樹材に対する 

ﾡ付作業の難易の利度が製知されたのであるが, 以下概略の數字を 

掲げ之を說明すれば,

共の割裂率に於ては, アカグモ, センの皆無に次ぎ,ブナ 99%,

-14-

にブナ 及 ブカ ダモ材のみに就き共の難易の程度 を比較 してみれ 

大の如くでわる。

ブナ材六ﾡﾡ葉樹材中のつ割裂率け, カダモ, セン の皆無に
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次 ぎが三位 と示 し, ナ ラ材の 12o な る に対し3%なる を以て, 

の創裂性は ナ ラ材の約 方 以下に価する飾少な る こ ごが知られ, 

ﾡ折準に於てる亦ナラ材の約 3 なる低半を示し,傘に打込ま 

た何数に於て %六和材中が三位にあるを以て, ブナ材は硬木ﾡご し 

てﾡ付上の映ﾡ校めてﾡ少なるこ ごが証明 されこのである。

アカ グモ材は完全に打込まれたもの 98% にて最高位,打込所要 

回数6回にてi少,割梨料はセンごにﾡ無でみつて, 用折木数は 

カッラ ごに2%でつこ。以上にを統合して見るにカグモ材は六種 

材中町付作業量 % 容易な る樹和で あるここ が知 らス北このでわ るo
前本諾ﾡ前記の如 く 割裂性を明瞭な ら しむるがため,板さに 

比し極めて長大なる釘を川ひ,且劇裂性大なる純目材を選定し,全 

然鉱採ﾡ作 と 行はず,常初 よ ら 登激な る 街撃を興打込 そなした% 

のでむるか ら,實際釘付作業に於け る場合 ょ り 修 遙に過大な数字が 

現れた筈であ る。 T際に於け るﾡ付加工に際 しては斯様に無理な修 

件に そか るるなく,の挑作に於て %熱純上女能は徐々に打力 

を増加 され,』L川折の傾向が認めらる、や自 ら女能のを袋換し, 

所訓手加減 さる、を以て, より 良好な る 納果が得 ら4tるるのご 考 

されるのでわ るo
(3)開着力

從來木工製作々業に從小せる經驗に鑑みれば,#してﾡ木ﾡは開 

着剤に対する接着効果不充分な る傾向にあ る を以て, 介回び作試燃 

の實行に際 し ブナ材外 2-3 "葉樹材に對する 膠着力 の比較試験 

そ 施行せ る 結果 に き, 以下の 松要 と 抑 げ参考 の 一端に供 ナ る 

こ したvo
(一) 供試材及膠着劑

() 膠着試験材

本試感けプナ, ケカグモ及 ッラ, セン, カンノ、•の五種潤葉樹材. 

選定, 項の 如 き 力により 比平 となせるものでみつて,供i 
材は 各樹利共材質均等で瑕理な く,破度小川燥充分なる標導材そ 

以て植目収 り とし,第6回 © の如く,』ち長さ6ﾡ, 幅5頼, 厚 

さ 2 ﾡiの寸シ法に夫々正確に制したる試験を各々 3 個宛細合せ, 

第6 ② の如く費め規定せる寸法にﾡ着し, 之を一定時間加ﾡ放 

itし充分J剤の叫化したるるのそ以て着試職材ご した。

c本6m J ﾡ 材

②
(ゐ

蹴拭験 靦わ 一し

(b) 比幡武喩材

ﾡ力の比北ﾡに際 し接着完全な る % のに り ては, 木材自身がﾡ 

ﾡ破載せ ら る、往 々あるそ以て, 成績調査上樹種別 にの 强度 そ 

測定 し z く ・心要 そ認め, ﾡ着試験材ご 同一條件な る 資材を 以てﾡ7 
岡に示せる が如く,形態, 寸法,木理の 方向等膠着試驗材 と 同一な 

る様規定 •『法に從ひ正確に的削作製 した る ものを以て比較試驗材と 

し,脳着試驗材と同一條件の下に之を加壓破壊せしめ, の場合に 

於け る木材自の順縮荷を測定し参考に供したのである。第8N 
中価線 そ 以て 表示せ る はの 預度で る。

-16- -17-



(第7国) 比 ﾡ 試 ﾡ 材

( 試動材と 同一形ルに ﾡ前作製 したるもの

(三)試験成 績

比較がﾡのﾡ果を樹ﾡ並に開剤別に炎示すれば術 4 表及第 8 圖 

の如くでわつた。

(第4表) J 着 力 上 ﾡ 表

\分心」t較3戦村 

" \ (他)

ンルー賞略 
材の』都i円 t (商)

4さプ 型改発村の 
瞬徳a%

ぶ動村に 
到するﾡぶ験 
おの川新荷 
上述 (2%2

カンベ

プ -・ 

ア カグモ 

カッラ

七 ン

498
4.82

3.63
2.98
267

106
3.82
2.75
2..2
2..0

81.53
79.25

75.76
81.21
8987

2.cS
1.6
2.19
1.91

2.10

.77
30.29
60.33
64.09
78.65

(c) J 着 剤

普通市販品にして且一般に仙川せらてろる, R印グルー及K印 

板膠の二純を 選定 レ 間角閉準ぬ度に調令し,充分糸沸火は 

攪拌溶解 した る 後職材の開に供 し に。

(二) 試驗 方法

前記の如く 々勝作製せるﾡ材小接着不良なる % の, 寸法の 

正確とﾡく %の, 他ﾡ杏にﾡﾡの行無を校し格せるるのを以て

吸材ごし, アムスラー型30 ﾡ耐ﾡ試験機に よ り毎分不y 0.14- 
0.13 Nにて加順破載し,のﾡ映態につき比較賞職そ行ひ,共の 

聴縮荷重を以て各々;式驗材の強 さこしz %ので, 樹和にﾡ着剤別 

に各々試験材 30 個の平均値を求め比較に供した も のである。ﾡ供 

試材は期到な注なを携ひ所要寸法にﾡ制仕上並に開 したるる のな 

るを以て, 之に負荷せる荷：重に より 式の强 さ を比校せるサ,大なる 

ぴりなき %のご思考せる %のである。

(第8圏) J 着 力 校 ll
............ 比較試整村の限縮荷朮
............  グルー接前試聆材の理筋荷重
------------ ﾡ接ﾡﾡ村のﾡ新荷

ア
カ
ダ
モ

ブ 

ナ

とドI化(にxき設明すれば, 第 4 表並に第 S 圖に視るが如く, 

ルー接着によるるのは, 比較試驗材の憾縮荷近に對 し,約 9096-
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76% の思番力と示し の効果願る大なるを認めらるゝにし勝 

接着によるるのは約7996～〜30% にして, のﾡ着力は高のもの 

がﾡ くグノレー：最低のものに匹敵する程度であ石。

然るにグルー接着によつたるのは, 樹和 (或ひば硬軟)によって 

の菱』を除 り 認め られないが, 豚接着の % のは共の傾向の花 しい も 

のがある。 川ち上に見るが如く約7996-30% の間 を往來 し,概 

して軟材にあ ら ては共の効果良好であるが,秘材に封してけMるﾡ 

弱なるこ ごが知られ。

以上開着力の比地較ﾡﾡ果 を終合 して, ブナ及 アカ ダモ材の応着 

狀態を觀るに,

(第9回) ブナ 贈着試驗材の 破壊狀態

(1 及 S 5) に見る如く 殆んど接着而即ち膠膜部よ り判離し接有 

効果の不充分な る事が明らかで おる。グルー接着によるるのは, 下 

段(36現並列)に見る如くであつて, 左右共膠着完全で木材の破壊 

したるるの, 亦中央の ものは前海に比 し稀々劣り材iの判脱せる一 

例を示したものでわ るo
以上の如く ブナ材はﾡの慮力だ脱導なるを以て, グルーによ 

るか, ひは従ポの工作抜法に就き一ﾡ協の変がイする %のz地 

考される。而しながら兩膝者創共夫々使用上に於ても得失あるを以 

て,作業の性質に順じ合型的なる工作抜法の適刑ごﾡﾡち,上記を 

参配して材質に適Mせるﾡ着州の選押にfなするさ力ぶ必憂でお る。

(第10圏) ブカグモ J着試ﾡ材の破状

上段 Iによるるの 下以 ルーに上るもの 上段 グルーガに よるもの ド段 に 上るもの

ブナ材の膠若力は,比ﾡ試戦材の順縮荷にﾡし, グルー接着の 

場合は約 80% なるる,ﾡの場合は約 309% でわつて共のﾡさは約 

3 の脱弱なる を以て, プナ材は膠着劑办種類に よ り の効果に著 

しく袋県を生ずる 樹種 な る aFが知 られこ。商 し て 之が試験材 の破壊 

ﾡ態を校す る に第 9 岡の如 く でォ る。Nちﾡ接着に よるる のはは上段

アカグモ材は材質懈軟で木孔亦利大な るを以て腰の膠着力頗る良 

好でわ る ・ ち上に見 る が如 く 比修試琉材のN縮ﾡに到 し約 60 
% で, グルー接着の場合は約 76% なる を以て兩膝着力の差は極め 

て僅少で五種材中第二位であった。商してが職村の破ﾡ状態を協す 

るにﾡ 10 圖の如く である。 ち上段グルー, 下段は腰接着によ
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る のであつて, 上段は帰定全で逃に木材の)縮ﾡさえしこみ

% の, の他は材の制裂せ る % の,或ひは材而の剥材せられた る 胃 

の等を示せる一例であつて, 兩膠着劑共共の効果の火な るが認め 

られるのでわる。

以上に就て考染する に,ァ カ グモ材は五種濶葉樹材中膠着剤の適 

不適の度』も飾少であつて, の効果に於て %ﾡる大な る が知 

られるのであ るo

(第 11 ・) 比 核 試 ﾡ材の破 抜 映 態

第 11 圖は 比較試驗材の破壊状態の一  例 を示せる もので,上段 

よりブナ, カッラ, カンバ, 同, 下段左よりセン, カツラ, カダ 

モ, 同でわるo

V 塗装上の缺點並に處理法

(1)フナ材

ブナ材は一般家具用材と して用ひ られた場体往々にして盗上種 

々田ﾡを伴ひ, 就中淡色仕上に際し一層然る場合が多いのであゝが, 

共の一例を舉げれば次の如く でお る。

-22-

希色仕上に際し塗斑を生じ易い。

淡色仕上の協合,ﾡ心材又は,心材○色述を現しず戦を損す 

ゐ Fが多いo
色のC調に よ 6 磁ろ針葉樹の如く 設 じ らit場い。

以上に映ﾡの 断:回並 に之が防止方法の 一例 z 示せばの如く でわ

る。 /

(一) 布色仕上に際し塗斑を生じ 

易い原因並に之が防止方法

塗斑を生ずる原因としては,春秋材質の差異或ひは逆目等のため

色料の以収の相述にﾡ因する %のであ 6,之に到する防止方法ご 

しては,光づ材面のリそ均等にするか,或ひは着色料の注透を級 

桜な ら しむ る 郡が必要で ある。從來之が處理法の一例 y しての様 

なるのが る。

価ノ初の 水ﾡ液 火は之に鵬,ﾡ頼を混じたるのそ以て日止を行ひ, 

役色する方法である。此の方法は從來各秘方面に利用せられ,塗 

責防止上有効では わ るが, 幾分木肌の鮮明 と缺 く ﾡ向があ る。

材mを或和の皮膜を以てﾡひ.此の媒財によつて途の差そ防止 

火級役ならしむる方法であり, 此の場合の媒財材料としては,從 

來ゼラ ジン液,明礬液, カビイン等の外, 血系統のるの等種々試み 

られてゐるが, 各々火の様な得失がある

一,ﾡﾡﾡ理によるるのはは着色に際し,染料の和ﾡによつて化学 

ﾡ化をポす場合が る。

一) カゼイ ンﾡ理の%の着色料の術着良好な ら ざる傾向があ 

a。

一,油系統の ものは防斑効果不充分であって,水性着色の場合等 

染色不可能ご な る が るo
ー ビラチンﾡ理の%のはﾡして着色料のﾡ着よく, 又之に染料
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と 加 て 直接途布 す る がる。 但しぜ ラチン 處理 によつこ 

ものは フォルーリン を以てﾡ化ﾡ型する事が必要でわ る。

以上は従ポ施行されてゐるﾡ那法の効果並にの得失にﾡいて退 

べたるのであるが, T際之を家具細に適川した場合, 材はは充 

分乾燥されたる %のなるを以て, 上iの如きﾡ嫌液メはビラチン液 

ﾡ則の如く, 2-3% 至はは 5% 利度の水流液を幾回ごなく製品に 

塗布する事けは, 製品の構ﾡ, 或ひは 工作方法の如何等により,ﾡ着 

剤の脳式, 水分の以ルによる板幅の仲当等を誘足し, ひは之等に 

件ひ種々女除をむ地するﾡなしごは言ひﾡい。殊に一般家具製作所 

に於け a ﾡ室は何等温座, 濕度等に對する調整施設な きを以て, 

水性防斑崎理に引ﾡき水性目止を施 した場合, 吸收水分の發散に相 

常叫間 そ 要す る は勿論. irち に工ﾡ を 進行せ しゅたる 場合に於て は, 

残ﾡ水分 に影響 さ れ意外の支W を 恋旭 しがちな 危供がわ る, 特 に プ 

ナ材は吸ﾡに到する戯度が非常に敏成である羽は, 本場崎報21 ﾡ 

に發表されだるが如く でわ る。以上の諸性を考慮 し今回の試作品に 

對 して は,大変大項 の如 き 處 理法 をみたのである。

處理法概理

縦に叶材料こ してﾡのﾡ並に作業の辺迷そ 目的こ し,極力 て稀苗 

なるラ ッカー性途料を主原料こ し •た處理法を試みた。 の力法は材 

ﾡ並に逆目の程にMじ,適宜稀杯せる剤料を川ひ,りﾡ流ﾡ器に 

よ り ﾡ則液をﾡ状こ しﾡ測面に適吹付操作を な し, 後化地する を 

待っ て懈く ペーパーを常て,共の炎面に附奇した除分の剤料を掘り 

落すので る。 く ナ る 事Fに ょ り逆目の部分ははの税度に例 し 

深度迄媒務を吸收 し,然らざる部分はベーバーによつて炎iの剤料 

を剥離せられる を以て,之を適當に反獲する事に よ め ﾡ林面の吸 

收狀態と均等な ら しむる %のである。納此場合媒剤を馴モ姿ごせる 

%のけ概して吸牧過利に して結果不良であるが, ス プレーM

のは門の自ill な ゐ のみな らず,局部的に加減ば則し得る 

得勲がある。

(二)逆目材に對する防斑効果

ブナ 材けは 在 して 逆目 多く,淡色 の着色仕 

上に際 してﾡ々 塗斑 z 生 じ美観 を掘 するそ 

以て,防斑處理が必要である。g資は之等 

逆 日材に釣す る 防斑効果の一例 を示 した % 

のでわ る。 の方法はは木地の如き逆目材に 

到し, 無ﾡ則, 一回及二回刑の三ﾡに分 

ち前 項 の 防ﾡﾡ則 そ 行ひ, 後一色料を 

以て同" に虐別面 に 刷毛 塗せ る 場合に 於 け 

ゐ 防斑効果 そ校したるのでわる。J ち 木地 

の 処き 逆 日材に無則の僅着色 し た場合は 

S県下方の如く書しき塗斑を生ずるが, 二 

M.處則の部に於ては殆ん ど共の逆目材た る 

aF を認 め得な い程度で わり, ※しく の効 

果が認め られる評である。勿論此の場合 •處 

四! 液の濃度ほ,材質或ひは逆 目 の利にﾡ 

じ適宜制合の上施行す る 事を要す る は,前 

項 に於て述べ た通 らでわる。

(第 12 ロ

一
面2

用
部 

-

l1-11
鷹
现
部 

無
府
0,•
部 

、

素

材

部

逆目材•に對する 
防班効果の一例

(三)邊材心材の色差並に僞 

心材に對する處理法

ブナ材の一缺黙とも言ふべき邊材,心材の色差又は僞心材を含■む 

資材を使用せる製品は,著しく品位を損するるのなるを以て, 仕 

上に際 し之等色差に勢する防責方法を講ずる必要がわ a。 マホガー 

ー ツォールナッ ト 系の濃色仕上を施せば勿論完全に之等を隠我 し, 

共の目的を達し得るは明 らかな所である力, 時代の推移は家具類に
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当ﾡしてる, 可及的色攻ひは材質のを役揮せる淡色仕上と"好す 

る傾向にわ るを以て, 之が塗ﾡに際しては成可淡色削伏なる色調に 

して, 面jも充分に防ﾡつ目的を述するこごが必緊でつて, 之が 

剛法にﾡり <は一段こ 心を要する所以であ る。

第 13～16回(☆眞) は防ﾡﾡﾡの一例と示しにものでわる。即 

ち木地の如き色差ある材に對し,防斑處理後協めて明褐色の着色化 

上を施した場合に於 け る の効果 そ示したるのでわり, の場合の 

着色は色差に類似の色料,即 ち同系色の着色料を以て すれぱ, 他系 

色に しも淡色に して且取大の防斑効來 を擧げ得る %のでわる。 

仰番色に際 しては成可•淡色に之を施レ 工程の進砂に伴ひ防斑不充 

分なるを認めら ・場合には,上塗に際し後述せる補色法を適川し, 

局部的に之を補0性正する事にょ り, 金般的に見てﾡめて決色なる

上を以て, 所期の目的をﾡし得る %のである。

C※材 に 對す る ﾡ則法の一例

第 13 > (第 14 回)

第 15 いは下方材部に見るが処き色途材に封し,以J頂場理後税々淡色 

に 開色のﾡi色を 施 し, 殆ん ど完企にの 同的を述 した も の ・ ー・例を示 し 

たものである。

第 14 岡は素材部に 見 るが如 きしさ 色遊材に到するﾡ理法の一例で あ 

るが。行方はﾡ々淡色にﾡ色せるも効果の不だ分なるもの,同校に左方は 

色しく, 到淡色を以て しては殴ﾡし難さものに到し, 明 色のマホガ 

=-上と し,松批材と しての効果を示したものである。

(第 15 回 (第 16 固)

色差材に對する防斑効果の一例

處 刑! 才 素 村

i方材に見るが如く,ﾡ赤色の約に現れたる色ﾡに対し, 木地半 

透間に補色の仕上を施 した場合の効県を示 した も ので あ り. 方I村 

にる如く, 殆と共の色差材たる を見分け嫌 き程度迄に防血の 目的を 注 し 

てゐる。

大に袋 おﾡに上記ﾡ則法の一例を掲げてみ る 事ごす る が, 右けは試 

作iに適川 し効果顯著な りし%のゝ 一例なるが, 之を以て決定的 

%のごするるのでなく, 夫々材質の相違,色差の程度に應 じ,各
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々ﾡ則剤の調合と異にするは勿論なるを以て, 大右に準じ適態せ 

る着色剤をﾡ定調合するご共に, 一M償感校そな し後施行に移せば 

ﾡ%安全である。

方法の一例

防避處理施行,明褐色 ラ ッ カー仕上

資 材, ン ナ

使用料, セル

1. 木 地 調 整

2. 媒 財

ベーパーにて 木地而 を硏磨 する。

資め 材質載ひは 色差の Hに 應 じ 渕 合せる もの を 

スプレー にて全而或ひ は 局部的にカロ 滅 し道施川 

ﾡﾡする。

3.ペー バー 数面に附着せる雌をり 落 しi色を卒場な ら し 

むると 共に,材m の吸ル を 均一な らしむ る。

必送に座じ 2, 3 を反淡施行する も歩支へない。

4. 番 色 父 目 止 下記訓合の 目 止剤 を以て 木孔に だ分だする。

調合の一例

ae ノ 柳 100
クレー粉 100
n 色 料(梦M弊ト3:「と) 15
ボイル油 小

以上を継しテレビ ン油を加へて適?::濃度に格ネダ 

して使川する。

5. 下 塗

6.h 途

7. ーバー研さ

*25, ッッドシーラー 1〜2Iu
30, サンデイングシーラー 2～3Im

*0, *00ペーパーにて 空研 ぎ しだ分ドかなmiとナ

る平滑とならざる場合は 6, 7 を反後施行ナる。

8. 上 途

9. 水 研 ぎ

#26, クリヤーラツカー 2～3 m
*400, 亜水 ベーパーにて 水B ぎをなしド冷な 而 と

_っ-

なるﾡ研門する。

10. ノ虏 仕 上 #3,ボリッシングコンパッンドを布につけてだ 

分光をﾡするﾡ研勝し仕上 とする。

防盗不充分な る場合は,2～3 を反獲施行するか,或ひは 8.上塗 

に際し全而或ひは共の程度に應じ,局部的に補色法を適用せば,概 

ね所期の目的が述せられる %のでわる。

(四) 水性着色料の染色効果

以上述べたら防斑處理は, 

%のでわるが, 今回試用せ 

る ラ ッカー性媒ﾡにわ り て 

は, の性質上水性色に 

際し染色不可能ならんぎの 

疑を生ずきを以て,ビ 

チンﾡ則, 明ﾡ處町及ラッ 

» 一ﾡ則の三種につ き 水性

着色料の染色効果を示せば

の如くでる。叫ちﾡ眞 

( (か17回)各虐則によ 

レ•M宛防斑處理せる試驗 

材にﾡし, 上部ダィ ヤミン 

ォ レンヂ, 下部ビメーク 

ブラウンの水溶液を各々一

刷 E統せる 場合 に 於 け る 

染色につき, 比地較せる結 

果 と 示せ る%のであつて之 

各法共着色料の浸透を緩慢な ら しむ る

(第17図) 水性若色料の染色効果

フッカー"以 ビラチン Iﾡ! リ液迎

こよつてる %りらかなる如く, ラッ カー性媒層は何等染色上の支 

W を 花起せず,事 ろ 防斑効果ﾡ % 顯著 なるを認められたた のでおる。
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前上記監門液の濃度けはの如く であつだo
ゼラチンﾡ 則 296 液 .

ラッカー性處理 29%液

明 ﾡ 處 理 598 液

(五)着色の色調により針葉樹の如く 

感じられ易い原因並に處理法

プナ材の板目にわ り ては春秋兩材部の着色料の吸收の差甚 しく,

普通一般の方法に よ り 着色せられた る場合,材はし く濃｛ 

北に特倣わ る価殺が除程リﾡに現え北た る に反 し, 伝方無ル則の の 

けは,～ ッ材に見るが如き感じの 木理のみ明瞭に現れ, 企然の特徴が

はれてゐるが明白でわろ。 ﾡ右は一般市場に於てる普通に し

て, 且.ぶi純 に 用せ られてろるォーク目止 と 施 川,ラッカー 仕上 ご せ

る%のであるが, 共の調合は価ノ粉にブスフブル トニメを主原料ご 

し, ﾡ剤仙を加稀科せるるのである。然るに一般市場に於け

るオーク目止ご稀するけ,概して述色ごする習世わると以て, 直ち 

に之等を ブナ材に適した場合に於て, 殊に其の傾向著し く 品位

な り 秋材部けは殆ん ど着色せられ 

ず, 爲に 秋材部の み 明瞭 に現北 

共の特徴たる脇線不明瞭とな る 

を以て. の色調にょ め ては事 

ろ針葉樹材の如く 設 じ られ場い 

傾向があ る。はにﾡ葉樹材にる 

特徴を袋揮し法仕上 を 施さん と 

せば, の 原 因にる 秋柄材部 

の吸收を成可均等な ら しむ る必 

要がわる。』ち前項に於て述べ

2 る 防如處理 を 施行す る か, 政 

ひは共の他の方法によ り色料 

の吸収の述を均等な ら しむる必 

要が生じるﾡである。第18個は 

(g浜) 前項防斑處理應用の一例 

と示せる%のでわるが, 右方は 

無ﾡ則,方は一回防班ﾡ理後,

(第18団) 板目材に對する
ﾡ理法の ー・例

一ﾡ材 無 どお

兩材共同一塗装工程によ り仕上2場合の流途ﾡ効果である。 之が結果 

に就いて見るに,左方は唯一同の處理により,右方に比しの材質

に乏し当があるo
大ﾡ以上の 如くでわ る が製品 の和類, 用 

途,好, 共他塗装目的の如何により,必 

ずし® 酒葉樹材た a 特徴の發揮 を 必要ごせ 

ざる 場台は例外 こ して, プナ材の淡色仕上 

殊に板日材締ﾡに際してはは, 一旦防斑處理 

そ ぬ行せ よ り 好ﾡ果が得 られるるのであ 

るo
(大) 補 色

以上諸缺點 に到する ﾡ則 に 就 き 共の概 

要 と違べたのでわる が, 之等方法 を適川し 

尙整色不充分な a際に於ては, 補色法を施 

行 し整色修正.  す る必要があ る。 色に よ ら 

色測不充分な a 場合補色を要す a は, プナ 

材に限 らず一般木材塗装法に於け る須要な 

a一技であるが, 殊にプナ材の塗仕上に 

際して, 防法の一手段ご して之を適用 

すば,防ﾡE則液の効果ご相ﾡち, 共の 

効果の特に顯若な る を認め らる、るのであ

(第19回)
補色の一例

ド部よ リ上部に至るに代 
ひﾡ色のとした る と 
以てﾡ次述色とな リたる 
部分を示せるもの である

- :。 - -31-



るo
補色とは上塗に際し,透明なる上上々料に任意の色調の染料又は 

M料を加→, 年透ﾡにﾡ色せる上株々料を以て"納整色す る fでわ 

る。寫眞は噴爲塗装法によ り下段よ り 上段に至る に従ひ漸次捕色の 

慶を増し, 整色統ﾡせる一例を示したるのでわる。 火に讃作品に施 

行せる補色流ﾡ法につきの工利並(にひがの松6要を掲ぐれば次の如 

く である。

補色法適用 ラ ッ カー塗法の一例

1・ 木 地 調 整

2. 媒 ル

3. ペーバ-研さ

4. 番名ﾡ目 止

ペーバーを以て 研fする。

材質に應じ適量處理する。

材の 炎miに媒ﾡ材料の映 を ﾡ成せ さる様ペーバ 

一にてﾡ分のものを 研fぜす。

適宜調合施用する。

或ひは着色及目止 を 別個 に 施行 すろo
う.ペーバー 目止制の充分乾燥後,キ"不ﾡげを然く場合は市

くベーパーを て 材iに阿 る 同止: と り海 

す。

一般に様な工程け略される のが普通であるが, 材質の不

ﾡ明とさざる 場合 ご 雖 る艇くペーバーと 常 ての 工程 に移 

れ共の仕上に於 て ール効果的 でおる。

(.下 學 ウッドシーラー 1～2回

7. 中 盗 サンデイングシーラー 2～3回

S. ペーバー研 ぎ 材面の平滑と なる様充分研磨する。肉乘不充分の 

時は 7, 8 を 反題施行する。

9. 上 塗及ﾡ色 防斑並に着色効果の不充分なるを認めらるゝ場合 

は前記に 準 じ 適祉色 する。

10. 仕 上 塗 クリヤーラツカー 3～4 回

11. 水 研 ぎ 上米の充分乾燥する を待つて耐水ペーパーにて平

ボとなるﾡ研する。

12. 悟 き 仕 上 ポリッシングコンパウンドを布片につけて隅々迄 

入念に磨き光澤を附與する。

ﾡ滑仕上を布ﾡの場合は 12 そ省略する。以上は補色塗ﾡ法の概 

要でみるが, 材質並に製品の構造に適應せる防斑處理を講じ,成可 

着色け色こ して材質•の發押に部意 し,缺黙に對する整色不充分な 

a 場合は, 上記補色法の適用に よ り 局部的に之そ加減修正 し得る を 

以て,必ずしる浪色に仕上るを必要ごせざる事を附言する るのであ 

るo
(2) アカダモ材

カケe 材は 一般 家具刑材 ごして 塗装上特記 す ベ き 依開は ないが 

以下試作の結果に基き塗装に關する 2-3 の無につを共の概要を揭 

げ參考に供したい。

(一) 目 止

本材前項に於て述べた る が如く, の材質権して軽軟でわ ら , 

木孔亦粗大な る を以て,塗料の吸收比較的大な ろ と,且材面の雑な 

ゐ に起因せる光線の亂射は,塗仕上に際し耐々光深に乏しきﾡがあ 

る。斯かる性質あるを以て光澤充分なる塗装をなさんとせば,先づ 

先傘なる日止を施行する事が肝要でわる。目止に際しては施行後全 

面iに重り之をそ協し, 不完全な る 個所を 發見せる 際は,更に施行補正 

すべきでめる。より先全なるを期さんごせば, 目止朔の乾燥收縮後, 

即ち約一一書夜之を放置 し,更に第二回の 目止を施行せば理想的であ 

a。 くするはは一見非能的 に し て亦不艦済な る が如 く 政ぜ ら る 

ゝが, 本材に限らず不完金なる目止の施行は塗込に際し, 徒に高價 

なる上塗々料. を多量に吸收する のみな らず,途而不平滑な る を以て 

光深に乏 し く ・ A研磨仕上に際 しクンボ招或ひはペーパー掛等意外 

(二材料及手數を要するのみな らず,ﾡ初の目止一回にﾡする歩を惜
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しみたるがため, 後に於て之に数倍せる労力並に経費と災し 付 

建仕上のイ; 充分な るは往々ﾡ験す る 所で t ら f査すべきﾡである。

(二) 着 色

概して材(均等でわ め, 誉しき 色弟或ひは逆目共他に起因す る 

斑を生ずるなく, 着色料に對する吸收均一であって,池性及水性 

着色並に化學藥品處理等何れの方法に よ る も結果良好であ り, 共色 

調に於てる亦ﾡめて自iである。然れ生 %の0調は製品の種類メ 

は喏好に應 じ適直選擇せら るべき %のではあるが, 近時家具類は… 

般に材質の特徴を發揮せる %の, 或ひは明助な る淡色仕上を嗜好せ 

らる ・A向にあるを以て, ﾡ目材にわ 6 てはのとる長所ごする雅 

致める箇線の袋揮に分め, 板目材にあ り ては成可決色の開色仕上: 

な し,木理 の雅味或 ひ は 夫々 特徴 わ る 材 質 の袋抑 に分るごに,亦 

一面類似せる木理を應用 し高價貴旗材に擬する等, の統戦技法に 

於 て % 一段 ご 工夫そ 凝 ら せば, 從來賞用せ らるゝナラ, ヤチ グモ等 

に優る こ も劣らざる優秀に して,品位に富む製品 そ 得る が山ず

参杉に試作品に適川せる , 淡色仕上及模擬材塗装の一例を摘記 

すれの如く である。

ﾡ目材色仕上の一例

1・ 不 地 調 整

2. 媒 R

3. 目 止

ベーパーにて下けに研するo
利 目 材の競線 を一居•明瞭な らしtる 目的の下Iにプ 

ナ材に適せる方法を嶋川 した。

大要下記の如さ調合のものを川ひたが,の測合 

は自山である。

7 合

クレ-粉 200～250 瓦
油性無色目止料(制合販資のもの) 100 比

砥 ノ お» 10～20 じ

4.ペ- バ -

ボ イ ル 油 小 党

テレビン l 適 量

軽 く 表而 を招 り 日:邦の附」に 上 り 材両の不解明

5. 下 途

6. 塗

7.ペ- 、-

8. 上 塗

9.水 研 ぎ

となるを防く。

ッッドシーラー 1〜2回

・リンデイングシーラー 2～3lul
*。 又は *00 ベーバーにて空研ぎをな しだのT滞 

な而とする,平滑となら ざる場合は G. 7 を反K 
施行する。

クリーラツカー 2〜3I
4+」00 耐水ペーパーにて 本商iを水研ぎしイ沿な商

となる迄研磨す 

ろ, 内采不だ分 

なる場命は S, 
9を反依施行す

る。

10.府 ミ 仕 上 ボリッシングコ 

ンバッン ドにて

だ分研がし光深 

を附叫する。

板目 材擬塗の一例 (柳提確) 

伊材のi統に見るが如き色調に ラ ッ 

カー仕にごせる一例にして, 成可木則 

の類似せるものを選材せぱ一層効果的 

でわ るo

1.着 色 ビスマークブラ

ウンにダイヤミ

枚目材述の一例

--
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ンオ レ ンヂを加へ温湯にてﾡき 刷モ塗する。次に 

T ク ロ ム酸加』の溶液を 塗る。

2 . 目 止

3 .下 塗

4 .中 塗

5.ペーバー

6.上 塗

調味がちのォ ーク色t性日止を施行する。

ッッドシーラー 1～2 l
サンデイングシーラー 2～3回

ペーパーを以て ドtに 研磨す る。

クリャーラッ カー 2～3岡

色調不充分なる場合は前色法を適川する,其の方 

法はブナ材の項恋照。

7. 水 研 き

8. 磨 き仕上

耐水ベー バー を以て 平滑 と な るﾡだ分研府す る。 

ボリツシングコ ンパッ ン ドIにて研ﾡする。

試作品の概要

棚 類

卓 子 類

共 他

小木工品並に
金 版 代 用 木 製 品

(二)

飾棚,陳列棚,一棚,整理戶棚 Hう断

ﾡ接川子,事制用小子, 喫茶, ﾡﾡ用予,作 

業川子 5部 9貼

女関川的立. 術子式, 条立, 花※ 强理箱,書架 

6種 12動 

喫煙具,*, 盆,茶托,商ﾡ。引チ, 把手,摘 

ミ, 他 多 数

プカダモ試作品の一例

(1) 試作せる品種

以下試作せ る 品種に就き共の一端を抑げてみ る ごするが, 本貳 

作試驗は 軍に デザイ ンを目的ごする試作ではな く, ブナ及プカ グモ 

材が人工乾燥處理によ り,果して家具川材ご して如何なる程度迄賞 

際 に利用 し得るや否やを 校討する こ に, 樹和に適Nせ る 品f及工 

作並に木収法の如何に よ る 羽狂,或ひは異種材併用に よ ゐ利川慣位, 

並に之等に地因する支除の行無等を板するの外, 缺黙材,席材等か 

利用法を も考慮: し,各ﾡに互り試作をなせるるのであわる。tプナ材 

の山木製品こ しての利用價値につ き てr, 従ポ充分認め られたる思 

な る そ以て4回はは之を略した。亦ァカのモ材けは共の材質上板細 

ひは枠組を基本をせる 品林 に適す る そ以て, 主ご して棚及卓子順を 

作製 し特徴 あ る 材質の發揮 に力め, 大変の如 き 品種 にE り 試作を

棚 額

京 子 新

察理箱共他M務用器具

共 他

(2)

同卓•子,小務川中: 子,茶.丁・

花奈,年立,座桃

試作製品の一例

6任 6
7種7勝

4部 5勝

3証 3当

以下試作品の一部じに就き総景と附し簡」に設リﾡ加て見る こ ご 

、する。

試み こるのでわるo
(一) ブナ試作品の一例

椅 子 類 版排椅子,運動椅子,小椅子-, 腰掛 6H 17ﾡ

- 36 一

(第 21 圖) ブナ材家具試作の一

ブナ製間立, 陳列戶棚,ﾡ拡子, 花式, 茶版子, 肱掛椅子,小椅子知
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の一例に して何れ も材『の特徴を張した呼状なる淡色ラッカーf:卜と し 

たものである。

(第 22 岡 垂狂試験中の ブナ材家具試作MS一部
飾

材資

構 ﾡ 概 要

(第 23 )

棚

術立記所子神,ﾡ列月門,』"及」丁,ル掛ん小格了のう私］2野は, I利 

十三年三 月 以l降現在に 至る ガ1, 木場木材利川改ﾡ所内嶋に記載時催 

川に供し, 以期の多当, 載ひは冬期間のス トーブ使川等に越因するひ 

他につき調布中なる も,建付, 和切れ, ﾡりれ, 側ﾡ, 柄の折メは殺み 

たるも の等な く ・ 設定以來の成績頗る良好•で おるが寫眞は 共 の製品の一布 

を示した ものである。

南 装

試作の主眼

ブナ板日材

寫眞に見るが如き形態に枚組描造とせる州の一••例 

にして,板の剛合方法は 底核剛,ﾡと間板との 

細合はイiﾡ接と し,共他は之に準じ適當せる工作 

法によ つた。屮央卯•及後方轉止の部分に は,野幌 

図行料内に 自生す る植物効 より 取材せる薄肉彫を 

加味 し,抽斗前板に は髄線の 美的な ろﾡ目薄板 を 

以て 寫眞の如 ぎ 物状に 寄贴り としたものである。

(麻材は彫刻並に 済色の n的に よ り ホ、ノキをル 

ひ合板製と し,且美観」二蝶不の使用 を避け 軸括式 

片開戶とした。)

ブナ材の部分は防斑處理並に神色法を適用し明快 

なる 淡色 クッカー 住上 と し,ﾡ剥 を ﾡせ る分に 

は漆應川の殺味ある着色仕上を 施 し:。

松口材を以てﾡ眞 く 何 部に支ﾡを行せさる 

天板ぐの外, 狂ひりさ 材で あると 云ふﾡ金 を 捨て 

・ 思ひ切った設 計に s り, 枚口材を使川北 ろ際の 

攻納,反張, 天板の下他払卜の故降の行無 

を松す ると共に, ﾡ刻他の配合に よ る 効果並に 

塗装上の處理法の實際的効果等につき 調集す るを 

日 的 と し作製 したものである。
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(第 24 圏)

陳 列 棚

資 材

構 造 概 要

塗 装

試作の主 眼

プナﾡ目材

枠組によ る構造と した柄の一例である。上前は側 

商i町子張 り ・ 前mi町子入リ I戸,下部は ﾡsiiに 見 

るが如 く 騎線のK範に現れた衽 日 溝板 を 以て 寄ﾡ 

りを施した羽 日枢張 り 引 I月で あ る。

材質の特徴を發揮 した明伏な る淡色の ラッカー 

上。

板組構造に よ る棚ﾡの如き枢係の収締しは1ﾡ 
に起図 し女Wをい数越するﾡはﾡが, 木刺の細さ 

枠組なると,硝子張り なるを以て, 北の朴及ハﾡ 

の各部は長さ の方向に対曲 L, 戶の開阴に囲滑を 

映き, 攻ひはの地付に 空隙 を生する 等の惧が あ 

る。亦下部羽目板の部に於て は薄板の仲締によ り 

寄ル り miにﾡ切れ, 或ひは 突起等 を 來 す憂ひ ある 

を以て之等狂ひの如何を檢すると 共に,材のﾡ 

抑並に塗戦効県等に就き調存せん としたものであ 

る。

資 材

構ﾡ概災

裝

試作の主眼

(ﾡ 25 図) N 接 卓 ・

ブナﾡ目材

ﾡ魔に見るが如さ朴細ﾡ途による子の一例に し 

て,天枢は履ﾡT和接 と せ る部終式の ものに ﾡ板 

を 渋入 した もので あり,地板 も 同様の構造で あ る。 

天 地板共ﾡ板及紐の接合部は不留接と し,m核 

或ひは千切入 と した。ﾡ都ﾡ面状のものは開着し 

たものであり,共の他の構造は一般工作法に準じ 

た。

材色, 髄線"等ﾡ 目 材の特微 を 我抑せ し め た淡色の 

ラッカー仕上。

上記の如き構造 と した場合の, 留付部分の狂ひ茂 

ひはﾡ逃上に越因する狂ひの有無並に塗装に よ ろ 

防温効 県 を檢すると 共に, 材I的長所を 世な 

く ﾡ抑せ しめ,一般に對する利用低値の認識向上 

に責せんと したものである。
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(第 26 国) 茶 卓 子

(第27 □) 吹 烬 卓 子

資 材

構造版要

塗 ど

試 作 の 主 I

プナ松:目材

寫進の如ぎ形態にして,天板は額緣式屈核'ト招接 

と し,ﾡ口海板を以て物 り と した銃版を入 し 

たもので■ある。容板は相缺接の構造とし,I奥帯接 

合 した る後隅木を附 し,地板は桩 IIM 板に:TN 端 

ﾡの.上脚部に納益と したものである。

材質の美 を 發抑 した淡色の ラッカ -上。

載は長八透形なるを以て, 共の構造.上平利接の 

場合に比ﾡ し し く 留付角度に和違ある を以て ・ 

之"の場合に 於げる犬枢及縦似の開ﾡ効, 鎖板 

の狂ひ,抽匿個所の班さ,ﾡ効県等を「とし 

資 材

構 造概 要

資 装

試 作 の : N
て作製 した ものである。

プナﾡ目材

ﾡ眞の如さ八向 形の」子に して,天板及地板共屈 

核T冊と しﾡ版を入したものである。容校及 

隣部他の購はは 一般工法に 準じた。衛ﾡ板の 

寄防り は部に 見るが如 く, 材心村の色差を布 

するブナﾡ日材を以て大校のルﾡに沿ひ, ク モの 

巣状にの色途を逆利川 し寄り校様と して効果 

を計つた ものである。

材質 を 發押 した淡色の ラツカ ー 仕上。

上iの如き構量 とせる場合の狂ひの行無, 塗数に 

よる防濕効果等を檢すると共に,色差材を以て利 

用効県を計つた一例を示した ものである。
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( 28 圖> ﾡ子類の一例

プ ナ 材

ごﾡにるが如き形態に小ﾡ子, Iﾡ裕了・め 

て 材 を多く現し,且 多校に 設計 し存,座等に於 

て も m検f必, 構交和, 木拡子M用に ょ る緊制法 

ぐをみたる外,救仙の部分にﾡしても犬々接 

合部の工作法 を相違せ しめ作 した ものである。 

淡色のジッカー仕上。

試 作 の 主 I収 村部分の強さ,』活効県, 共他構造上に起因す

る使用後に及ぼす狂ひの行無等, 桁子材と しての

ブナ材の利用價値に つき 檢すると に, ﾡ 止の

効を 同 的 と し試作せ るものである。

プ ナ 材

宮眞の如き枠組 幅造によ る雨立の -例である。各 

部の合は一般工作法に仰じ構ﾡ, ﾡ着, 蟻差等 

に よ つた。前面傘立の部分に は 従來の如 さ 金鳳製 

金具の使用を避け總木製により之に代用した。枠 

材は極口材を用ひると共:に,抽用前板及開戶羽目 

板には闘線の美麗な植目材を以て寄贴りとし,材 

賞的美现の發押に力めた。

淡色のラッカー":上。

枠組構造に よるﾡのﾡさ, 狂 ひの有無,並に 特 

り側所, 付商,他帰着部分の接効果を協する 

と 共に,塗装によ ろ防温 効果の如何等を 日的と し 

作製した ものである。

第 29 国>

術 子 が 兼 衝 立

資 材

構 造 概 要

盗 裝

資 材

ﾡ概 要

資 装

試 作 の 主 収
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資 材

構 造 W 要

幾 ﾡ

ﾡ 作 の 主 N

資 材

ﾡ 遣 概 要

プ ナ 材

ﾡ灰に 見 る が如さ N形花楽に して ・ 天板及地板 氏 

合板せる心木に封 し征 目薄板を以て, Mi及の 

周邊に寄贴り を適川 したものである。支は犬阪 

及地板に夫々 納ﾡ と し開部は地板にﾡ し肥木 

子締とせる ものである。

材色 を 役抑せ る 淡色 ラツカーf ヒト.。

心木の構造に 到する mi純枚 火刷扱に 付せ る青 

板ぐ. 夫々木ﾡの方向を興にせるを以て, と"に 

起囚する狂ひの行無, 木刺の細き支柱の州山, 締 

数に よ る防過効県等につき校する を以て 日的と し 

たものである。

裝

試 作 の 主 II

プナ 材

ビs魔に 見 る が如 ぎ 形態 に 彫刻 を 加味せ る ﾡ飾公 支 

Hをイする花※の一例に して, 火板及地板の各部 

犬根核个留」心とせる ものに して, 柱は夫々ﾡと 

し脚は 旋作に ょつたものである。板載版は外ﾡ 

上の感 じ を お厳 ヒて大京ィ i流 と し,地板には極 II 
ﾡを以て特り と した ものであ る。

大松鏡散を除き他の市分は淡色の ラッカー 代:

材の 壊揮並に彫刻 を加味せ る場合の製品的効 

及渝肢効果を検する と に4上ににﾡ因する打ひ 

の付ﾡを調布せ ん とした も ので あるo

一 A代 ...
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作 ﾡ 卓 子(第 32 図)

飾 棚(第 33 園)

資 材

構 ﾡ 概 要

塗 装

試作の主 眼

プナ映ﾡ材

材質不均等に して 低心材を イナ る 映獣材を 以て ・ 

為眞の如き構造に板糾.とせる作東%子の一例であ

る。 <川ﾡは報物"子で あ る) 即ち前方旋作によ 

つたﾡ子内 に後ガ よ り C糸に を入れをさ, 希望色 

糸を格子空隙より引出し使川するものにして,抽 

外には所要物品新を 入れ天板」：には球念•岡. 細物 

等を超 くに便な る樣工作せる ものである。

色 し さ 缺 貼 材な るを以て 納 々 n色のe を 施 

し色法ﾡ川のラツカーf上と した ものである。

缺點材の利川並に海製法の一例を示すと共に斯か 

る缺賄材は如何な る程度迄利川價仙. を 有す るやを 

検せんと した ものである。

資 材

構 造 # 要

試 作 の 主 I

フカ ダモ及 ブナ材

E眞の如 き形態に 枢細の情 とせる 飾ﾡの 一例に 

して,側回 り は カ グモ材を 川ひ側板に對す る天 

枚及之に類する側所の接手は石どと し, 共他は 

一般:作にiじた。上部のﾡに は前子製り月, 

下方板戸 は邊材,心材の 色差 をあす るﾡ日ﾡ収を 

以て, Eiに見るが如さ紋校に寄防り と して製数飾 

効果を計つた。1引チはブナ材を川ひﾡ作加し 

た木製引手を試みたものである。

兩材々 色の配合,並に材の特徴を力めて 發揮せ 

しめた淡色のラッカーf。

ﾡ盤上にの狂ひの行無をﾡするとに, N材々賞の 

配合効果並にブナ材の色差を逆利川し効果を舉げ 

んと した ものである。
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飾 棚 茶 •井 切

(第 34 岡)

資

構造

材

概 要

アカ ダモ及ブナ材

カ グモ材を以て 板組の構造とせる棚の一例に し 

て抽斗前板及屏には邊,心材の色弟あるブナ征目 

材を以て寄防り と し紋様を現したものである。間 

板及天彼の接合は石盤接 と し, 他は一般作法 

に 準じ,板剛方法 は芋城 と した。向引手は ブナ材 

を以て試作せ る 木製引 I手を使川したものである。

木地少透げに現 した帶赤褐色の ラツカーf: l:o
試作の主 I 板組構造の場合に於ける何噺レ反張,或ひは卸切 

れ等の布無につき根すると共に, ブナ材川によ

る 材質の調和並に 塗酸効果の如何等 を Fと し作 

製しな ものである。

盗 袋

試 作 の 主 眼

間 i 子(第 35 同)

資 材

構造概要

アカグモ及ブナキオ

前方の もの は プ カ ダモ材 を 以 て作製せるものにし 

て,大ﾡ, 触板共合校とせ•る心木に對 し,簡線の 

美置なる カ グモﾡ日板を以て 炎m及のハ逃に 

4 り を適川 した ものeある。 他の構ﾡは一般 

エイ 1法に準じた。

後方のものは従米の如き額終式大板に ブナﾡ目村 

を 以て 寄 りとせるﾡ枢を入したも ので あ り, 

のﾡ終のﾡmiにはブカグモ 任目 材をﾡ付した。

地枢 も 同祖: の描造によ つた も のe あ b, 他は総 

てー載工作方法に準じ口眞の如ぎ構造と したもの 

である。

兩 杯ちめて材慣の特徹を我揮 L決色の フッカー 

仕上を施した。

:記の如く 夫 々 構込 を 県にせる "子に つ さ ,心木 

の狂ひ,商i講板との関係,ﾡ終式の場合に於け

るf切れ, 鏡板 との日違ひ 等構造上に 起囚ナ る 狂 

ひの行無 を 松ナ る と 共に, 途殺に よ る 材質の 發揮 

及の防沿効県ぐを同的と したものである。
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材

構造概要

資 材

納 造 概 災

流 炎

プﾡカ ダ モ 及 ブナ材

天阪の構造は從來の方法によ り部式と しのよ 

雨に は極目薄板を贴付した。銃版はブナﾡ口材を 

以て 寄 りとしたも ので あ る。関部他の情造は 

一般 工作法に 準 じ ﾡﾡの如さ 形態に (作製 したもの 

である。

淡色のラッカー仕上。

試作の主 眼 主と して大板のﾡ造にﾡ因するチひの行無及門 

材々 ﾡの調和に 塗装 止にの効 県を同 的 としたもの 

塗 裝

試 作 の 主 I

である。

資 ブカダモ及プナ材

前方は アカ ダモ材 を 川 ひたる ものに して, 人板及 

地板共令板とせる心木に對し極n通板を*貼とせ 

るものである。

後方の ものは從來の方法によ る 1和品ﾡ額終に 

ブナ証口材を M付せ る銃版を入したものである 

兩者共共他の構造は一散工作法に半じ寫眞の如を 

形態に作製せる ものであろ。

兩者共木地色ラッカー化上。

圭 と して」: 犯の如 き 構造 を 異にせ る ""子に つき 使 

川後に及Iナ犬 ﾡの狂ひ, 彼版の支Fに つ き 比 

較訓在 す る と共に材の美 を 發押し併せて 衆抜効 

果の如何を檢せ•ん と した ものである。
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花

(第 39 記)

臺

資 材

構 造 米 要

塗 裝

ブカダモ及 ブナ材

ﾡitiに 見るが如き 板糾構地によ る小型整別ﾡの一 

例に して ・ 側型 り は カ グモ材 を 川 ひ抽"卜it#に 

は プ ナ松 口材を 以て 寄 りとしたものであり, 接 

手他は一般ににじた。

材を現 した淡色 ラ ッ カー仕卜。

試作の主 I

資 材

構 造 WE 要

板組構造の場合に於け る狂ひの行無を校すると 

に+災き問の幾打並に☆ﾡ 止の効県を「と L
作製した ものであるo

迩 髪

試 作 の 主 眼

ブカダで材

で5眞に る が如 さ枚細のﾡ地 とせる 花台の 一例に 

して ・ 側ﾡに到する 尺板及他板の楞造は行思接と 

し, 他端は端ﾡを入したものであり, 支柱 及脚 

は施作加工 に ょつたも oで あ る。

淡色のラッカーL上。

怖地 にの姫ひの行無水材M的英叙の我揮と にﾡ 

戦によ る防世効果を檢せんと したものである。
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立(第 40 国)

資 材

ﾡ 悲 概 要

プﾡカダモ及 プ ナ材

ﾡの如 く枚ﾡの情込 とせる 4立の一例に して, 

右方は プ カ グモ製, 方は ブナ製である。接合方 

法他は一般工法にポヒ た。条立の部分に設け 

ら れた 落 し は 耐水は裝法 を;浙 じ,- 第製の如 さ 

悠 じにC塗製 した木製の ものを みた。

プカグモ製のものは淡色に,ブナ製のものは稍々 

明褐色に夫々 ラッカー住上 と したものである。

ﾡ地上にの狂ひ及染数効県を II的 と したものであ 

る。

試作の主 「

途 裝

(3) 試作品の成績

プナ材試作品の成績に関しては附報 21 ﾡに於ての一部を我炎 

せる所であるが,M和十三4試作開始以楽前項傷景に示せるが如く, 

共の製 品。 一部は木ﾡ合 に利川償ﾡ所門 に 配m常跡催 刑に供 し, 

時日 の經過 ご 共に mMl の 乾濕に伴ふ狂ひの花無に つ き 調査中 で あ る 

が, 型/作に至るの間の制過を見るにが作品約 21 種 43 ﾡ試験 

日的によ う依燥程度,工作方法或ひは塗装方法等を共にせるものに 

あ り て, 2-3 徹少の才ひ を生せ し%の われ ども絶括的に見て, 

ジナ材なるが故に甚し き狂ひ共他の支障を惹起せる ものな く, 板目 

及ﾡ目の結果ﾡる良好な る と認め らるゝ のでわる。

アカグモ材家具類の試作は,ブナ材に引続き昭和十四年四月以降 

に於て研行せる%のであるが,の試製品の大牛は利川試験所橋内 

にかて, ブナ賞作品同様ひの行無につき劇査中にして, 前項寫眞 

並に解設に あ る 如く 製品の一部に ブナ粧 目材 を併用 した る處, の 

感じ温雅に し てﾡる品位にむ製品を得, 好評を博した る處であ る 

が,之等県和材併川に よる歪狂共他試作以來現在に至る間狂ひ を生 

世しものなく の成織版め て 良好 な る を認め らるゝものでる、

結 言

上述せる如く 試作試驗の結果に就いて見るに,プナ及アカダモ材 

の利川上のﾡﾡごせらる ゝﾡは,一般に嫌忌せられるが如き甚 

しき %のでないが知らスしこのでるへ 勿論利川上にﾡ黙を行す 

る以 L:低N材ごけ言ひﾡいが,入主に叫はる ・な く正しき認識 

を以て, 一方之が工藝的知所に對しては,伐採時季の考慮,防M 
理,人工乾燥法の適川,並に加工方法の檢討等々合理的に之が處理 

法を請じ人公的に材質の短所どす る處を補ひ,他方に於ては一般社 

合の好の移を把ﾡし, 夫々測葉樹材特行のﾡﾡ的位価の義掲,
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或ひは材質の精微,硬度, 粘性,共他工強的性質の長所ごする増に 

對しては,道般なく之をﾡ揮するに分め,統ﾡに於て%が一段の 

工夫をﾡら し適材適所に之が利川の適正:をするなら家具川材 

としてのみならず,將來よ り高級なる利川iを開拓し得る本質を光 

分に行するものご収考せらる ゝ ので る。以上大要ながら武作試驗 

にWする成の一端を抑げ参考に供せん ご した火第であ るが, 兩材 

利上之が認誠是正に多少たり ご も資する所からは幸甚である。

I和Iト・プミド三ゴドH印刷

W和-I・大4三:』三十-F1張行

北海道林業試驗場
(北海道江別町野松)

印 細 人 金井恒 喜
札 怏 市 市二 條 西 iTロ

印 刷 所 共水依 金井印刷所

札幌 市南 三西 に丁山
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既 チ 時 報

香究 名 耐 番ﾡ 名

1 トドツﾡの施記に媒て 17 本にかげ る技係械 内 の効果に就て

2 D虹柿条設上注じナべさ当に就て 1s 九な求ﾡと北"に社て

3 培養团糸による椎光栽培に就て 19 北海i,W大確外業山い立立けW災に縦 

三

4 伏焼製炭に就て 20 大知帯仙">物制に就て

5 樹高曲総 21 ブナ材の人工乾燥に就て

6 緑床佈及に就て 22 gHl被;陽砕に就て (i一t)
- ■

7 森#部許 り見た る施上のカ針に就て 2

-

好瘫の髪忌用に就て

8 札床値段に就て 4 エゾマッカサアプラ の防Pに 就て

9 トドマツ幼苗の斜植に就て 25
◆イグモ血林地に投ナる且と PR

法に就て

10
室素,ﾡ破逆に加 乏の エゲッ ﾡ樹

办外地に及ぼす影標に就て
26 製村少止に就て

11 ア プ トドマツ農番行 長の年 解 及び地 L高 

によ るﾡ化 Cﾡ一)
97 水駅ひ#のtに城て

12 造林地の野兎平除に就て 28 桃裁木生乂に及ぼす上用i件の影後に就 、:

13 ミャーカケス のほ林梁 れ に 及ぼす利哲 側 

に就て
29

カ ラ マッラ編啓照のサ静及び地 I高に 工 | 

る變化 (命二)

14 針業的を火する務矗猴に就て 30 冬季に於ける椎用の土室找均に就て

J5 ﾡ端松葉の被1に就て

31

消楽蘭 を M料とナる所前依バルプ烈に 

羽て (5一報 前ぬず!にF しての前ﾡ 
消j費に就て

同 (ﾡ: 410 ﾡ以判耐ﾡ版の総巡L 使
川にがけるﾡ清にiぞ

16 例茂木イ*に及ぼす土娟件の彩空に就て
甲寧採集純洲試驗に就て
トドマツ母 苗•の帝床 と してのﾡ朽仰木令 
に褐色喪朽例木に就て


